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【条例・規則】

番　号 案 件 担当課 頁

議案第２号
稲沢市公立学校の施設開放に関する使用料条例の一部を改正する
条例について

スポーツ課 2

議案第３号
稲沢市立体育館処務規則及び稲沢市祖父江の森処務規則を廃止す
る規則について

スポーツ課 5

【一　般】

番　号 案 件 担当課 頁

議案第４号 令和７年度学校教育目標について 学校教育課 7

議案第５号 令和７年度教職員研修計画について 学校教育課 10

議案第６号
令和７年度稲沢市一般会計予算案（教育委員会所管に関する当初
予算）について

庶務課 12

議案第７号
令和６年度稲沢市一般会計補正予算案（教育委員会所管に関する
補正予算）について

庶務課 20

第２回教育委員会定例会付議事項
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議案第２号については非公開として提案

させていただきます。 

2～4



議 案 第 ３ 号

稲 沢 市 立 体 育 館 処 務 規 則 及 び 稲 沢 市 祖 父 江 の 森 処

務 規 則 を 廃 止 す る 規 則 に つ い て

別 紙 の と お り 稲 沢 市 立 体 育 館 処 務 規 則 及 び 稲 沢 市 祖 父

江 の 森 処 務 規 則 を 廃 止 す る も の と す る 。  

令 和 ７ 年 ２ 月 ４ 日 提 出

稲 沢 市 教 育 委 員 会

教 育 長  渡 辺 孝 雄

説 明

 こ の 案 を 提 出 す る の は 、稲 沢 市 教 育 委 員 会 教 育 長 に 対 す

る 事 務 委 任 規 則 第 ２ 条 第 １ 項 第 ２ 号 の 規 定 に よ り 、教 育 委

員 会 に 諮 る 必 要 が あ る た め 。  
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  稲沢市立体育館処務規則及び稲沢市祖父江の森処務規則を廃止す

る規則

次に掲げる規則は、廃止する。

⑴ 稲沢市立体育館処務規則（平成１７年稲沢市教育委員会規則第

１５号）

⑵ 稲沢市祖父江の森処務規則（平成１７年稲沢市教育委員会規則第

１６号）

付  則

この規則は、令和７年４月１日から施行する。
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議 案 第 ４ 号

令 和 ７ 年 度 学 校 教 育 目 標 に つ い て

別 紙 の と お り 令 和 ７ 年 度 学 校 教 育 目 標 を 定 め る も の と す

る 。  

令 和 ７ 年 ２ 月 ４ 日 提 出

稲 沢 市 教 育 委 員 会

教 育 長  渡 辺 孝 雄

説 明

こ の 案 を 提 出 す る の は 、 稲 沢 市 教 育 委 員 会 教 育 長 に 対 す

る 事 務 委 任 規 則 第 ２ 条 第 １ 項 第 １ 号 の 規 定 に よ り 、 学 校 教

育 に 関 す る 基 本 方 針 を 定 め る 必 要 が あ る た め 。  
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稲沢市教育委員会  

学 校 教 育 の 理 念

学校教育は、児童生徒が生涯にわたり、人間としての成長と発達を続けていく基

盤となる力を養うとともに、国家及び社会の有為な形成者としての資質を育てるこ

とを目的として行うものである。 

 各学校においては、知・徳・体の調和のとれた人間形成と個性の伸長を図るとと

もに、自他の敬愛と協力を重んじ、公共の精神を尊び、主体的・創造的で活力に満

ちた社会の発展に尽くす態度を養うことが大切である。 

 教職員には、教育者としての使命感、高い倫理観や協調性、人間の成長・発達に

ついての深い理解、児童生徒に対する教育的愛情、健康や安全に関する管理能力、

広く豊かな教養と教科等に関する専門的な知識、そしてこれらを基盤とした実践的

指導力が求められる。また、子どもの成長を実感し、家庭や地域との信頼関係を築

くことに努め、子どもたちのウェルビーイングを高めていくことが求められてい

る。そのため、教職員は学校教育を取り巻く環境の変化を前向きに受け止め、教

職生涯を通じて自律的かつ継続的に新しい知識・技能を学び続けることが必要で

ある。 

そこで、教育者としての使命と責任を自覚し、互いに学び支え合い、協働して

教育活動を展開し、校長の指導のもとに一致協力して公教育の推進に努力される

よう期待する。

【 基 本 方 針 】 
１  自ら学び、広い視野をもって深く考え、自らの可能性を伸ばす力を養う。

２  礼節をもって自らを律し、多様性を尊重する豊かな人間性を養う。 

３  心や体を鍛え、社会をたくましく生き抜く力を養う。 

４  稲沢の魅力を学び、稲沢を愛する心を育むとともに、グローバル社会におい 

て生き生きと活躍できる人材の育成に努める。 

５  教職員にとって働きがいのある魅力的な環境づくりと、子どもたちの安心で

安全な環境整備に努める。 
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１ 自ら学び、広い視野をもって深く考え、自らの可能性を伸ばす力を養う 

(1) 一人一人の個性や生活環境の違いなどに応じたきめ細かな教育に努める。

(2) 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善を行い、主体的、協働的に学び、  

深く考えることを通して、様々な課題を解決し、自分らしく生きていく力を育む。

(3) 子どもたちの発達段階や興味・関心等を踏まえて、タブレットＰＣ等のＩＣＴ機器を効果

的に活用し、「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実に努める。

(4) 総合的な学習の時間などを通してＳＤＧｓの理念や意義を学ぶとともに、各教科や活動に

ＳＤＧｓを関連付けた学習を推進する。

２ 礼節をもって自らを律し、多様性を尊重する豊かな人間性を養う 

(1) 命を大切にする心や他人を思いやる心など豊かな人間性を育み、子どもたちが人権や多様

性の尊重を自らの問題として考え、判断力や実践力を身につけることができるように努め

る。

(2) 善悪についての判断力や望ましい社会性、正義感や公正さを重んじる心等の育成に努める

とともに、自己の生き方について考えを深める態度を育む。

(3) 子どもたちが互いのよさを認め合い、共感的に学び合う集団づくりを進め、学校全体でい

じめの未然防止に努める。

(4) 子どもたちが安心して過ごし、充実感を得られる魅力ある学校・学級づくりを進め、不登

校の未然防止に努める。

３ 心や体を鍛え、社会をたくましく生き抜く力を養う 

(1) 子どもたちの体力向上に向けて、学校体育の充実を図り、生涯にわたって自ら進んで運動

に親しみ、体力を高められるような子どもの育成に努める。

(2) 健やかな体と心を育むとともに、生涯にわたって豊かに生きる意欲にあふれ、安全で健康

な生活を営んでいくためのたくましさを培う。

４ 稲沢の魅力を学び、稲沢を愛する心を育むとともに、グローバル社会において生き

生きと活躍できる人材の育成に努める 

(1) ふるさとに学び、ふるさとを愛する心を育む。

(2) 一人一人の能力・適性に応じたキャリア教育を充実させ、社会の激しい変化の中でも自分

をしっかりともって、稲沢を担っていく進取の精神を育む。

(3) グローバル社会において、多様な人々と生活し協働する中で、物事を多面的に捉える見方

や考え方を身に付け、稲沢、日本、そして世界を担っていく気概や意欲を育む。

５ 教職員にとって働きがいのある魅力的な環境づくりと、子どもたちの安心で安全な

環境整備に努める 

(1) 教職員が健やかで生き生きと働くことができる職場環境を構築し、子どもたちに効果的な

教育活動を行うことができるように努める。

(2) 学校と地域が教育目標やビジョンを共有する「社会に開かれた教育課程」を実現し、一体

となって子どもたちを育む「地域とともにある学校」づくりを推進する。

(3) 多様な教育的ニーズのある子どもたちに対して、自立と社会参加を見据えた教育環境の充  

実に努める。

(4) ＩＣＴ機器の活用により、誰一人取り残すことなく、すべての子どもたちの学びを保障で

きる環境づくりに努める。

指 導 の 重 点
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議 案 第 ５ 号

令 和 ７ 年 度 教 職 員 研 修 計 画 に つ い て

別 紙 の と お り 令 和 ７ 年 度 教 職 員 研 修 計 画 を 定 め る も の と

す る 。  

令 和 ７ 年 ２ 月 ４ 日 提 出

稲 沢 市 教 育 委 員 会

教 育 長  渡 辺 孝 雄

説 明

こ の 案 を 提 出 す る の は 、 稲 沢 市 教 育 委 員 会 教 育 長 に 対 す

る 事 務 委 任 規 則 第 ２ 条 第 １ 項 第 １ ５ 号 の 規 定 に よ り 、 教 職

員 の 研 修 の 基 本 方 針 を 定 め る 必 要 が あ る た め 。  
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稲沢市教育委員会　

研修事業名 ね　　　ら　　　い 研修回数等

1 稲沢市教育研究会 教職員の教科等の指導に関する力量向上
研究集会
部長副部長会（年２回）、
研究推進委員会（月２回程度）

2 学習指導・評価研究委員会 学習指導と評価に関する研究 学習指導の進め方と評価のあり方の検討

3 特色ある学校づくり推進委員会 特色ある学校づくりの推進 発表会、事例集作成

4 小中学校生徒指導連絡会 生徒指導の充実
小中学校生徒指導連絡会（年３回程度）
中学校生徒指導連絡会（学期２回程度）
中高生徒指導連絡協議会（年２回）

5 いじめ・不登校対策委員会 児童生徒の心の教育の充実 年４回程度、冊子作成

6 進路指導委員会 進路指導の充実 年10回程度

7 特別支援教育推進委員会 特別支援教育の推進、就学指導 年４回程度、年３回の研修会

8 情報教育推進委員会 情報教育の推進、適正な情報管理 年３回程度

9 日本語教育推進委員会 外国人児童生徒に対する日本語教育の充実 年３回程度、年２回の研修会

10 キャリア教育推進委員会 キャリア教育の推進、職場体験学習の充実 年１回、実施報告書作成

11 校長研修会 学校経営、管理職研修 年１回の研修会及び毎月の校長会議で研修

12 教頭研修会 学校教育の企画・運営、管理職研修 年１回の研修会及び年９回の教頭会議で研修

13 教務主任研修会 教務企画に関する研修 年１回の研修会及び年９回の教務主任会議で研修

14 校務主任研修会 校務企画に関する研修 年１回の研修会及び年６回の校務主任会議で研修

15 養護教諭研修会 保健指導に関する研修 年３回の研修会及び年７回の養護教諭会議で研修

16 学校事務職員研修会 学校事務に関する研修 年１回の研修会及び毎月の事務職員会議で研修

17 栄養教諭研修会 食育及び学校給食の充実 年１回の研修会及び毎月の栄養教諭会議で研修

18 保健主事研修会 安全指導・保健指導の充実 年１回

19 体育実技研修会 体育主任等としての資質向上 年３回（体育実技講習会を含む）

20 生徒指導担当者研修会 生徒指導担当者としての資質向上 年１回

21 道徳教育推進教師研修会 道徳教育推進教師としての資質向上 年１回

22 初任者研修 教員の資質向上、使命感の養成 校内研修年間150時間、校外研修１7日

23 少経験者（２・３年目）研修 教員の資質向上、授業力の向上 校内授業研究２回、校外研修３回

24 中堅教諭等資質向上研修【前期】 教員の資質向上、専門性の向上 OJTによる校内研修、校外研修３日

25 中堅教諭等資質向上研修【後期】 教員の資質向上、得意分野の伸長 OJTによる校内研修、校外研修４日

令和７年度　教職員研修計画（案）
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議案第６号、議案第７号については 

非公開として提案させていただきます。 

12




	２施設開放改正条例
	３（修正）【改正文】稲沢市公立学校の施設開放に関する使用料条例の一部を改正する条例
	４（修正）【新旧】稲沢市公立学校の施設開放に関する使用料条例の一部を改正する条例
	５祖父江の森廃止規則
	６体育館及び祖父江の森処務規則廃止
	７学校教育目標
	8R07学校教育の理念＆指導の重点 (1)
	９教職員研修計画
	10R06_２月定例教資料（令和６年度現職教育研修計画）
	R07

	11当初予算
	13補正予算
	
	付議事項(2)

	
	庶務課
	学校教育課
	生涯学習課
	スポーツ課
	図書館
	美術館

	
	庶務課
	学校教育課
	生涯学習課
	美術館

	
	庶務課
	学校教育課
	生涯学習課
	スポーツ課
	図書館
	美術館

	空白ページ
	空白ページ
	
	表紙

	
	庶務課
	学校教育課
	生涯学習課
	スポーツ課
	美術館

	
	3月補正の主な内容

	空白ページ
	空白ページ
	
	表紙

	空白ページ
	空白ページ
	
	表紙 (傍聴人用)




